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平成２７年４月１日より、産業振興課長・

農業委員会事務局長を兼務することに

なりました、大城武です。農用地の有効

活用、農地保全に努め安心して農業の

できる環境作りを推進していきます。 

 
農業委員会 事務局長 大城 武 

こんにちは、村長の宮城 功光です。 
農業委員会および農家の皆様へ、本村の行っておりま
す農業振興に対しご理解ご協力いただき厚く御礼申し
上げます。 
さて、これまでの農業委員会は農地の保全および集約
化に向けて頑張っておられましたが、今後とも更なる農
地の活性化、農家の地位向上のために邁進していた
だきますようお願い致します。 

農家の皆様へは大変厳しい環境での農業経営ではあ
りますが少しずつでも頑張って確実にもうかる農業を進
めていただきたいと思います。 
私は、本村のように狭い農地で所得を上げていくには
ブランド化する以外にないと考えています。そのために
行政としては様々な面で精いっぱい支援していきたい
と思います。 
これから暑くなってまいりますのでお体に気をつけて農
作業に頑張ってください。 

農業委員会 会長 

前田 貞夫 

農業委員会 事務局 

事務局 

島袋 真奈美 

堆肥購入補助金の内容が変わります 
 
大宜味村農業振興補助金の改正について 
 
平成27年4月1日より有機肥料購入補助金の補助対象
者及び補助率が下記のとおり変更になります。 
 
1、補助対象者  
   大宜味村に住所を有する方。 
2、補助率 
   有機肥料20パーセント補助。 
購入の際は、念のため身分証明書をご持参下さい。 
 
お問い合わせは、大宜味村役場 産業振興課 
TEL 0980-44-3232   

皆さま、初めまして！ 平成27年4月1日付けで
農業委員会、事務局係長を拝命した住 秀和で
す。よろしくお願い致します。 
前年度までは2年間産業振興課で農政係を担当
し、担い手育成、畑作物・園芸作物振興を行って
きました。 
今年度からは農業の基礎となる農地について関
わることになります。初めての職務でありますの
で、農業委員及び事務局長に迷惑をかけないよ
う頑張っていきます。 
また、農家の皆様もご指導よろしくお願いします。 
 

農用委員会事務局 係長 住 秀和 
 

 
 

 

ネ
ッ
ト
で
農
地
情
報
提
供 

 

全
国
農
業
会
議
所
が
運
営
す
る
「全
国
農

地
ナ
ビ
」が
4
月
1
日
よ
り
稼
働
し
た
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
市
町
村
農

業
委
員
会
の
保
有
す
る
全
国
各
地
の
農
地

情
報
を
地
図
上
で
視
覚
的
に
閲
覧
で
き
る
。

パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
の
閲
覧
も
可
能
で
、
誰
で
も
無

料
で
利
用
で
き
る
。 

 

閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
を
選
ぶ
「地
図

検
索
」や
「所
有
者
が
貸
し
た
い
農
地
」と

い
っ
た
「条
件
検
索
」も
可
能
。
地
図
上
で
情

報
を
知
り
た
い
農
地
の
ピ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
所
在
・地
番
・地
目
の
ほ
か
、
賃
貸

権
な
ど
の
種
類
・在
続
期
間
、
遊
休
農
地
か

ど
う
か
な
ど
の
情
報
が
表
示
で
き
る
。 

 

新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
人
や
農
地
の
規

模
拡
大
を
考
え
る
人
に
活
用
さ
れ
、
農
地

の
有
効
利
用
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。 

           

（全
国
農
業
新
聞
掲
載 

 
 

 
     

Ｈ
２
７
年
4
月
１
0
日
（金
）） 

「全国農地ナビ」稼働 

検索した結果の画像 

事務局 

渡部 京子 



２０１５年（平成２７年）５月１（金）

執行部会 

今月ご紹介する農家さんは、山城茶園の山城 勝則さん 米子さんご
夫婦です。 
栽培 ： 茶 
品種  ： さえみどり 
面積 ： 1，500坪 
今年の一番茶を、3月31日と4月1日に摘み取りました。 
寒さで昨年より1周間程摘み取りが遅れましたが、生葉の収穫量は
例年通りの収穫ができました。 
苦味や渋味が少なくいので、程よい飲みやすさが味の特徴です。 
天候・湿度等の条件を見極めながら、さえみどりの特徴を最大限に
引き出せし同じ味作りが出せるように細心の努力をしています。 
無農薬で育てるだけでなく、肥料も酵素等自然のものにこだわって
います。 

中間管理事業を交えて
打ち合わせ 

平成27年度 
就農サポート講座研修募集 
 

目的 

就農を予定している他産業従事者やUターン青年等を対象に、

農業に関する基礎的な知識及び技術を習得できる講座制研

修や農作業の体験研修を実施する。 
 

募集コース： 野菜・花き・果樹コース、肉用牛コース 

研修場所 ： 沖縄県立農業大学校（名護市大北1-15-9） 

農家研修 ： 農業生産法人等 
募集期間 ： 平成27年6月10日（水）～7月10日（金） ※必着 

実施期間 ： 平成27年8月6日（木）～10月８日（木） 

農家研修 ： 平成27年10月中旬～11月中旬（うち５日間） 

応募資格 ： 県内で就農を予定する者 
         設定された講座日程に出席できる者 

         年齢がおおむね60歳未満の沖縄県在住の者 

 

応募方法等、詳細については沖縄県ホームページで確認を
願い致します。 

アクセス方法 
【沖縄県ホームページ 】→ 【組織で探す】 → 【農林水産部 
営農支援課】 →【就農サポート講座】  

4月4日の琉球新報

に紹介されました。 

    
 

 
 

 
 

第
二
条 

  

こ
の
法
律
で
「農
地
」と
は
、
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地

を
い
い
、
「採
草
放
牧
地
」と
は
、
農
地
以
外
の
土
地
で
、
主
と
し

て
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
の
た
め
の
採
草
又
は
家
畜
の
放
牧
の

目
的
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。 

 

こ
の
法
律
で
「世
帯
員
等
」と
は
、
住
居
及
び
生
計
を
一
に
す

る
親
族
（次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
一
時
的
に
住
居
又
は
生
計

を
異
に
し
て
い
る
親
族
を
含
む
）並
び
に
当
該
親
族
の
行
う
耕

作
又
は
養
畜
の
事
業
に
従
事
す
る
そ
の
た
の
二
親
等
内
の
親
族

を
い
う
。 

一
、
疾
病
又
は
負
傷
に
よ
る
療
養 

二
、
就
学 

三
、
公
選
に
よ
る
公
職
へ
の
就
任 

四
、
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
由 

こ
の
法
律
で
「農
業
生
産
法
人
」と
は
、
農
事
組
合
法
人
、
株
式

会
社
（公
開
会
社 

（会
社
法
（平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六

号
）第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
公
開
会
社
を
い
う
。
）で
な
い

も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）又
は
持
分
会
社
（同
法
第
五
百
七

十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
も
の

を
い
う
。 

  

一
、
そ
の
法
人
の
主
た
る
事
業
が
農
業
（そ
の
行
う
農
業
に
関

連
す
る
事
業
で
あ
つ
て
農
畜
産
物
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使

用
す
る
製
造
又
は
加
工
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も

の
、
農
業
と
併
せ
行
う
林
業
及
び
農
事
組
合
法
人
に
あ
つ
て
は

農
業
と
併
せ
行
う
農
業
協
同
組
合
法
（昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
三
十
二
号
）第
七
十
二
条
の
八
第
一
項
第
一
号
の
事
業
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）で
あ
る
こ
と
。 

二
、
そ
の
法
人
の
組
合
員
、
株
主
（自
己
の
株
式
を
保
有
し
て
い

る
当
該
法
人
を
除
く
。
）又
は
社
員
（以
下
「構
成
員
」と
い

う
。
）は
、
す
べ
て
、
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

（株
式
会
社
に
あ
つ
て
は
、
チ
に
掲
げ
る
者
の
有
す
る
議
決
権
の

合
計
が
総
株
主
の
議
決
権
合
計
が
総
株
主
の
議
決
権
の
四
分

の
一
以
下
で
あ
る
も
の
（チ
に
掲
げ
る
者
の
中
に
、
そ
の
法
人
と

連
携
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
法
人
の
農
業
経

営
の
改
善
に
特
に
寄
与
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
チ
に
掲
げ
る
者
の
有
す
る
議
決
権
の
合
計
が
総
株

式
の
議
決
権
の
二
分
の
一
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
チ
に
掲
げ
る

者
の
う
ち
当
該
政
令
で
定
め
る
者
以
外
の
者
の
有
す
る
議
決

権
の
合
計
が
総
株
主
の
議
決
権
の
四
分
の
一
以
下
で
あ
る
も

の
）、
持
分
会
社
に
あ
つ
て
は
、
チ
に
掲
げ
る
者
の
中
に
、
当
該

政
令
で
定
め
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
チ
に
掲
げ
る
者
の
数
が
社

員
の
総
数
の
二
分
の
一
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
チ
に
掲
げ
る
者
の

内
当
該
政
令
で
定
め
る
者
以
外
の
数
が
社
員
の
総
数
の
四
分

の
一
い
か
で
あ
る
も
の
） 

 

 

第
一
章
 
総
則
（
定
義
）
 

青年農業者と産業振興課が連携 

産業振興課・赤土協議会・農業委員会 
27年度 顔合わせ 

農業委員総会 

申請農地を総会前に各担当区の委員が調査 


